
平成28年度 食育推進に係る実践報告書 

学校名 呉市立横路小学校 学校長氏名 石田 孝夫 栄養教諭氏名 奥川 美恵子 職員数 ５２ 名 児童・生徒数 ８１９ 名 
１１１１    学校における食育の現状（昨年度からの課題等）学校における食育の現状（昨年度からの課題等）学校における食育の現状（昨年度からの課題等）学校における食育の現状（昨年度からの課題等）      本校では，基本的生活習慣の確立に向けた取組を継続して行っており，毎年，早寝早起き朝ごはんキャンペーンを実施している。昨年度９月に実施したキャンペーンでは，９８．９％の児童が朝ごはんを食べていた。しかし，朝ごはんの内容を確認してみると，赤・緑・黄色の３色が揃った朝ごはんを食べている児童は５１．７％であった。バランスのよい朝ごはんを食べる児童の育成に向けた取組が必要である。  
２２２２    学校の食育に係る学校の食育に係る学校の食育に係る学校の食育に係る目標（成果指標・目標値）目標（成果指標・目標値）目標（成果指標・目標値）目標（成果指標・目標値）     ・朝ごはんを食べる児童：９９％以上  ・３色揃った朝ごはんを食べる児童：６０％以上  
３３３３    食育の目標に対する具体的な取組食育の目標に対する具体的な取組食育の目標に対する具体的な取組食育の目標に対する具体的な取組    

    【取組１】（テーマ）【取組１】（テーマ）【取組１】（テーマ）【取組１】（テーマ）        早寝早起き朝ごはんキャンペーン早寝早起き朝ごはんキャンペーン早寝早起き朝ごはんキャンペーン早寝早起き朝ごはんキャンペーン                                                基本的生活習慣の確立に向けた取組のひとつとして，校内の健康安全部及び横路中学校区の集団づくり部会が連携し，「早寝早起き朝ごはんキャンペーン」を行った。夏休み中に生活リズムが乱れがちになるため，休み明けの９月５日から１０月２日にかけての１か月間をキャンペーンとして重点的に取り組む期間とした。家庭での意識をより高めるため，兄弟や親戚で一緒に取り組めるよう，横路中学校と期間を合わせて同時に取り組んだ。キャンペーン期間中には，給 食時間にキャンペーンの曲を流し，早寝早起き朝ごはんの意識付けを行っ た。また，全校朝会において教職員による食育劇を行い，ただ朝ごはんを 食べるだけではなく，バランスのよい朝ごはんを食べることが大切である ことを伝えた。期間の最終週に寝た時刻，起きた時刻，朝ごはんを食べた かどうか，何色の朝ごはんを食べたかについて生活リズムカードに記録を することで，児童の行動の視覚化を行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

  【取組２】（テーマ）【取組２】（テーマ）【取組２】（テーマ）【取組２】（テーマ）        学級活動にお学級活動にお学級活動にお学級活動におけるけるけるける朝ごはんに関する指導朝ごはんに関する指導朝ごはんに関する指導朝ごはんに関する指導                               学級活動において，朝ごはんに関する指導を担任と栄養教諭のＴ・Ｔで行った。低学年は「朝ごはんを食べる大切さを知り，朝ごはんを食べようとする意欲をもつこと」，中学年は「生活リズムを整え，きちんと朝ごはんを食べようとする意欲をもつこと」，高学年は「バランスのよい朝ごはんの内容を考え，毎朝バランスのよい朝ごはんを食べようとする意欲をもつこと」をねらいとした。     

別紙様式 

朝ごはんは毎日パンばかり 食べているわ！ 目玉焼きやサラダも食べないとダメだよ！  



         
４４４４    「ひろしま給食１００万食プロジェクト」の取組について「ひろしま給食１００万食プロジェクト」の取組について「ひろしま給食１００万食プロジェクト」の取組について「ひろしま給食１００万食プロジェクト」の取組について      プロジェクトへの関心を高めるため，６年生全員がキャッチコピーを考えることに挑戦し，応募をした。作品から，広島にはおいしい食べ物がたくさんあることに気付いた児童の姿も見られた。児童が考えたキャッチコピーを通信で紹介することで，他学年の児童や次年度への意欲付けを行った。また，夏休みには親子で参加をする「ふれあい料理教室」を行い，ひろしま給食からタコタコライス，ひろしまんぷく！シャキシャキサラダ，広島フルーツぷるるんゼリーをメニューに取り入れた。できるだけ広島県産の材料を使用し，それらを紹介することで，ひろしま給食の主旨や地場産物への理解を深めた。   呉市では統一献立として，１０月１９日にタコタコライスを実施し，各  学級へひろしま給食の詳しい説明資料の配付と，給食時間の放送を活用し  て給食委員会の児童からお知らせをした。１２月には豚肉と広島食材たっ  ぷりの炒め物とひろしまんぷく！シャキシャキサラダも献立に取り入れた。  児童からの給食おたよりでは，おいしかったと好評であり，広島の食べ物  がたくさんあることが分かったなどの感想があった。料理教室で作ったこ  とや，夏休み前にリーフレットを配布したことから，１０月の食数調査期  間より前にも家で作って食べている児童がかなり多くいた。  
    ５５５５    取組に対する成果と課題取組に対する成果と課題取組に対する成果と課題取組に対する成果と課題        【成果】【成果】【成果】【成果】       ほとんどの児童が朝ごはんの大切さを理解しており，早寝早起き朝ごはんキャンペーンでの生活記録では，９７．１％の児童が朝ごはんを食べていた。新体力テストの質問紙調査では，朝ごはんを全く食べないと答えた児童は０．６％であり，キャンペーンでの様子でも毎日食べていないという児童はほとんどいなかった。  ひろしま給食に関しては，多くの児童が関心を持ち，ひろしま給食を食べることを楽しみにしている様子や，地場産物への理解が感じられた。      【【【【課題課題課題課題】】】】 早寝早起き朝ごはんキャンペーンでの生活調査では，１週間を通しての延べ回数で割合を出したため，１週間のうち１～２回程度欠食するという児童を含めると２．９％の児童が朝ごはんを食べていないという結果であった。時々欠食する児童が毎日食べることの大切さに気付くことができるように引き続き声かけや指導を行う必要がある。 ３色揃った朝ごはんを食べている児童は，昨年度よりわずかに改善が見られたが，５２．５％であり，目標の６０％には達していなかった。実生活に結び付けるための取組が必要である。  
６６６６    今後の取組に向けた改善方策今後の取組に向けた改善方策今後の取組に向けた改善方策今後の取組に向けた改善方策についてについてについてについて    今後も早寝早起き朝ごはんの生活習慣の定着に向け，横路中学校区で連携して継続した取組を進めていきたい。また，バランスを考えた朝ごはんの大切さへの理解を深め，実生活での朝ごはんの内容を充実させる取組を工夫していきたい。また，より効果的な取組となるよう，学級活動での指導とキャンペーンの取組を連動させることや，キャンペーン終了後や学級活動の授業後にも意欲を継続させるための事後指導，家庭への効果的な啓発方法も検討していきたい。 


